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概要

    この講座では、「体験学習」という方法を用いて、グループの中で起こる様々な事柄を捉える視点を養うことを目指し
ます。
    私たちは、会社や組織、家族や仲間関係など、様々なグループに身をおいています。そのなかでは、どのようなことが
起こっているのでしょうか。講座では、取り組んでいる事柄（コンテント）だけではなく、人と課題の関わりや人と人と
の関わり（プロセス）について見ていく枠組みをご紹介します。

    この講座のねらいは、以下の２つの分野です。
①グループの中での人間関係（グループプロセス）に目を向け、グループプロセスに気づく力を養う
②グループの中での自分や他者の特徴に気づく

    この講座では、ラボラトリー方式の体験学習を用いた実習と、グループに関する理論の小講義によって学習を進めてい
きます。実際にグループによる実習に参加し、その過程を丁寧にふりかえり、メンバーとわかちあうことを通して、起
こっていることに目を向けていきます。そのなかでは、グループの中での自分や他者の特徴についても理解が深まること
が期待されます。グループの人間関係について関心がある方、理解を深めたい方にお勧めです。
 
【プログラムの内容（予定）】
小講義「グループプロセスとは？」「グループでの意思決定」「リーダーシップ」など
グループでの問題解決実習
グループでのコンセンサス実習
グループでの制作型実習

日程
2025年6月21日(土)10：00～18：00
　　　 6月22日(日)  9：00～17：00

定員 36名

会場 南山大学　D棟　D51教室

受講料 15,400円〈税込〉

担当講師　　森泉　哲　記

　第126回人間関係講座（グループ）が、2025年6月21日（土）・22日（日）の2日間にわたって南山大学で開催されまし
た。関東や関西からの参加者も含め、36名の方々にご参加いただき、楠本先生とともに担当させていただきました。
　私にとっては、久しぶりに30名を超える比較的大規模な講座となりました。2日間の講座では、主に４つの実習を通し
てグループプロセスについて気づいていく構成になっています。参加者の皆さんは、初対面の方々とのかかわりから生じ
るプロセスや、同じメンバーとの関係性が深まるにつれて新たに生まれるプロセスなどに目を向けておられました。
　毎回の実習後には全体でのわかちあいが行われ、皆さんから多くの質問やコメントをいただきました。中でも印象的
だったのは、参加者の皆さん同士で、疑問に対して答えあうなど、お互いのプロセスに気づき、それをフィードバックし
あう対話が生まれていたことです。こうしたかかわりの中で、学びが一層深まっていく様子が感じられました。
　私自身、毎回新たな学びがあり、時には消化するのに時間がかかり、やり残したような感覚が残ることもありますが、
それも体験学習のサイクルの一部なのだと、この報告を書きながら改めて感じています。今後も、グループでのかかわり
について、皆さんとともに学びを深めていけたらと思います。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。
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